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橋
梁
下
部
エ
で
の
C
l
M

活
用
の
イ
メ
ー
ジ
。
作
成

し
た
3
次
元
モ
デ
ル
で
鉄

筋
干
渉
の
チ
ェ
ッ
ク
、
数

量
の
自
動
算
出
を
行
い
業

務
の
効
率
化
や
ミ
ス
の
削

減
を
図
る

|八千代エンジニヤリング|

【3次元モデル】

警占簡護豪雪
てにと大)能
い対スをと J
く応キに指が l
oでルら摘あ|
きのみ D る 1
る両な今L- I

書面が後 (l
でらの出 l

を C 、 普 水

ス
キ
ル
向
上

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
が
、
業
務

の
効
率
ア
ッ
プ
や
品
質
向
上
を
目
的
に
C

I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
活
用

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。

7
月
の
機
構
改
革
で
技
術
推
進
本
部
に
設

置
し
た
C
I
M
推
進
室
が
先
導
役
と
な

り
、
道
路
・
鉄
道
や
社
会
計
画
な
ど
社
内

の
各
グ
ル
ー
プ
で
C
I
M
に
よ
る
3
次
元

設
計
に
対
応
で
き
る
体
制
整
備
や
人
材
育

成
に
注
力
。
出
水
重
光
専
務
総
合
事
業
本

部
長
兼
技
術
統
括
部
門
長
は
「
C
I
M
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
く
、
他
社
に
対
す

る
差
別
化
の
武
器
に
な
り
得
る
」
と
し
て

お
り
、
定
着
に
向
け
た
動
き
を
よ
り
強
め

る
考
え
だ
。

~ 

勉
強
l込
エ毛

雄
情
報
技
術
部
長
に
よ
る
一
の
技
術
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た

と、

c
I
M
の
活
用
は
「
計
一
め
、
現
業
の
技
術
者
を
対
象

画
・
設
計
段
階
で
の
施
工
手
一
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

順
の
検
討
、
ダ
ム
な
ど
巨
大
一
勉
強
会
を
開
催
。
各
部
署
に

構
造
物
の
仮
設
計
画
検
討
な
一
高
性
能
パ
ソ
コ
ン
と
ソ
フ
ト

ど
に
役
立
つ
」
と
み
て
い
る
。
一
を
導
入
し
、
実
務
で
利
用
す

費
用
と
工
期
の
短
縮
に
C
I
一
る
環
境
も
整
え
て
い
く
と
い

M
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
一
う
。
国
交
省
な
ど
が
発
注
す

だ

と

し

て

い

る

。

一

る

C
I
M活
用
の
試
行
業
務

c
I
M推
進
室
は
、
社
内
一
に
も
積
極
的
に
対
応
。
社
内

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13建設通信
@建設工業
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同
社
は
、

2
0
0
0年
代
一

C
I
M導
入
の
狙
い
に
つ

に
入
っ
て
か
ら
3
次
元
設
計
一
い
て
、
出
水
専
務
は
「
設
計

の
研
究
や
技
術
開
発
を
開
↑
回
収
庇
(
か
し
)
を
減
ら
す
こ

始
。
オ
ー
ト
デ
ス
ク
製
の
ソ
一
と
に
加
え
、
土
木
構
造
物
の

フ
ト
を
導
入
し
て
社
内
で
活
一
計
画
や
設
計
で
若
手
技
術
者

用
し
て
き
た
。

c
I
M
へ
の
一
で
も
対
象
物
を
立
体
的
に
捉

関
心
が
業
界
内
で
高
ま
る
一
え
る
能
力
を
備
え
ら
れ
る
よ

中
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
一
う
に
す
る
た
め
」
と
説
明
。

を
加
速
。
国
土
交
通
省
関
東
一

C
I
M利
用
に
つ
い
て
発
注

地
方
整
備
局
横
浜
国
道
事
務
一
者
と
業
界
の
双
方
で
検
討
が

所
が
発
注
し
た
高
速
道
路
の
一
進
む
中
、
他
社
に
先
行
し
て

橋
梁
詳
細
設
計
業
務
を
受
託
一
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
優

し、

C
I
Mを
試
行
す
る
な
一
位
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

ど
実
務
面
で
も
徐
々
に
実
績
一
指
し
て
い
る
。

を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
技
術
推
進
本
部
の
藤
津
泰

タ)

で
ス
キ
ル
を
高
め
な
が
ら
実

務
を
通
じ
て
経
験
を
積
ん
で

い
く
考
え
だ
。

圏
内
だ
け
で
な
く
海
外
で

も
C
I
M活
用
の
機
運
は
高

ま
っ
て
お
り
、
「

B
I
M

(
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン

グ
)
と
同
様
に
、
数
年
先
に

は
C
I
Mも
世
界
基
準
に
な
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